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病院隣の健康公園に今年も綺麗な桜が咲きました。
病院の建て替えが順調に進んでおります。

　
長
寿
と
健
康
寿
命

　
令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
が
始
ま

り
ま
し
た
。
邑
智
病
院
で
は
４
月
に
20
名
の

新
入
職
員
を
迎
え
、
人
事
面
で
は
、
総
合
診

療
科
部
長
、
看
護
部
長
、
診
療
技
術
部
長
、

新
た
に
設
置
し
た
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
、
薬

剤
部
の
部
長
が
発
令
さ
れ
、
そ
し
て
看
護
部

３
部
門
の
師
長
も
替
わ
る
な
ど
人
事
が
一
新

し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
10
月
に
は
邑
智
病
院

本
館
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
、
病
院
の
床
面
積
は

現
在
の
２
倍
近
く
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
環

境
で
、
こ
の
地
域
の
医
療
の
拠
点
と
し
て
皆

様
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
化
率
（
65
才
以
上
の
占
め

る
割
合
、
２
０
２
２
年
）
は
、
邑
智
郡
は

44
％（
島
根
県
35
％
、
全
国
29
％
）で
し
た
。

従
っ
て
こ
の
地
域
で
は
、
お
年
寄
り
が
元
気

で
過
ご
す
こ
と
が
重
要
課
題
で
す
。
日
本
人

の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
は
、
男
性
81
・
41

才
（
健
康
寿
命
72
・
６
才
）、
女
性
87
・
45

才
（
75
・
５
才
）
で
す
。
つ
ま
り
寿
命
と
健

康
寿
命
の
差
は
男
性
で
９
年
、
女
性
で
12
年

あ
り
ま
す
。「
健
康
寿
命
」
と
は
、
健
康
上

の
問
題
に
よ
る
制
限
が
な
い
状
態
で
暮
ら
す

期
間
の
こ
と
で
す
。
長
生
き
す
る
な
ら
「
健

康
寿
命
」
を
で
き
る
だ
け
延
ば
し
た
い
と
思

う
の
が
人
情
で
す
。

　
今
年
（
２
０
２
４
年
）
２
月
に
小
林
祥
泰

氏（
元
島
根
大
学
長
、
元
島
根
大
学
病
院
長
、

神
経
内
科
教
授
）
の
健
康
寿
命
に
関
連
し
た

お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。
１
９
８
０
年
代
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
い
う

画
像
診
断
装
置
が
出
た
頃
、
認
知
症
と
脳
Ｍ

Ｒ
Ｉ
所
見
の
関
連
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
結
論
と
し
て
、
70
歳
以
上
で
社
会

的
活
動（
政
治
、
経
済
、
町
内
会
活
動
な
ど
）

を
し
て
い
る
人
の
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
白
質
病
変
は
、

そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
小
さ
く
、
認
知
症

に
も
な
り
に
く
い
こ
と
を
突
き
止
め
た
そ
う

で
す
。
た
し
か
に
政
治
家
な
ど
を
み
る
と
80

才
を
過
ぎ
て
も
元
気
な
人
が
多
い
で
す
ね
。

　
一
方
、
高
齢
者
に
と
っ
て
孫
は
生
き
甲
斐

で
あ
り
、
子
ど
も
達
の
歌
声
は
脳
を
活
性
化

す
る
一
番
の
薬
で
す
。
元
赤
穂
市
民
病
院
長

の
邉
見
先
生
の
言
葉
で
す
が
「
老
幼
共
生
」

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
結
論
と
し
て
、
高

齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
以
下
の

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
①

社
会
的
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
、

②
高
齢
者
と
若
年
者
の
世
代
間
交
流
を
進
め

る
こ
と
、
そ
し
て
③
自
分
の
健
康
管
理
（
食

事
、
人
間
ド
ッ
ク
、
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
）
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
。
邑
智
病
院
で

は
定
期
的
に
健
康
講
座
／
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

院
長
あ
い
さ
つ

院長
山口 清次



看護部

藤田 聖玲菜
出身地：浜田市
職種：助産師
趣味：�音楽を聴きな

がらドライブ

二井 和香
出身地：広島市
職種：看護師
趣味：旅行

林 佑美子
出身地：邑南町
職種：看護師
趣味：編み物

森廣 瑞樹
出身地：邑南町
職種：看護師
趣味：ドラマ
　　　映画鑑賞

多久和 成海
出身地：出雲市
職種：看護師
趣味：ドライブ
　　　旅行

大田 利奈
出身地：邑南町
職種：看護師
趣味：編み物
　　　古着屋巡り

渡 美奈子
出身地：江津市
職種：看護師
趣味：食べ歩き

広戸 春菜
出身地：�岩手県�

盛岡市
職種：看護師
趣味：カメラ

髙橋 雅衣
出身地：安来市
職種：看護師
趣味：カフェめぐり
ミュージカル、ゲーム

長谷川 愛
出身地：邑南町
職種：看護師
趣味：温泉

川上 翔太
出身地：大田市
職種：看護師
趣味：動画鑑賞

日高 有子
出身地：広島市
職種：看護助手
趣味：卓球

皆さんに愛され信頼される助産
師になれるよう、コミュニケー
ションを大切にし、コツコツと
努力し一生懸命頑張ります。

今年の春から島根県民となりま
した。患者さんに安心感を与え
られる看護を提供したいと思い
ます。よろしくお願いします。

地域の皆さんが安心して過ごす
ことができるよう頑張ります。
よろしくお願いいたします。

地域の皆さまのお役に立てるよ
う。笑顔で一生懸命頑張ります。
よろしくお願いします。

看護師４年目となります。外来
で地域の皆様の健康に貢献でき
るよう頑張ります。よろしくお
願いいたします。

邑南町で働けることが本当にうれしく、毎日夢を見
ているような気持ちです。看護師になったからには
専門職としての自覚と責任を持ち、自己研鑽に努め
ます。よろしくお願いいたします。夢じゃないぞー！！

少し人見知りな所がありますが、人と
関わることが大好きです。一日も早く
職場になれ、患者さんやご家族のた
めになれるよう一生懸命努力します。

看護師としてまだまだ経験が浅
いですが、自分にできることを
精一杯こなしていきたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。

NICUに２年、消化器外科・内科
病棟で２年働いた経験を活かし、
皆様の役に立てるよう精一杯努
力していきたいと思っています。

これから勉強して看護師として
地域の皆様の役に立てるよう頑
張ります。よろしくお願いしま
す。

私は大田市出身で邑南町のことはわ
からないことも多くありますが、患者
さんに寄り添い、不安などを取り除け
るよう努力していきたいと思います。

邑南町に移住して約10年。温か
く迎えてもらった皆さまに恩返
しができるよう、明るく元気に
頑張ります。卓球仲間募集中です。

看護部に
12 名
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薬剤部

新入職員紹介新入職員紹介

診療技術部

安田 竜紀
出身地：邑南町
職種：理学療法士
趣味：�スポーツ体験、

バスケ

正木 亮太郎
出身地：出雲市
職種：理学療法士
趣味：石見神楽

喜志 優子
出身地：邑南町
職種：調理員
趣味：アウトドア

白井 絵里
出身地：邑南町
職種：調理員
趣味：観葉植物

日高 玲奈
出身地：邑南町
職種：言語聴覚士
趣味：�絵を書く�

手話を学ぶ

笑顔を忘れず、１日でも早く地
域の方々や患者さんの力になれ
るように精一杯頑張ります。よ
ろしくお願いします。

今は不安でいっぱいですが、先輩方に教
えていただきながら少しでも早く仕事を
覚え、皆様に頼られる理学療法士になれ
るよう頑張ります。よろしくお願いします。

このたび、広島から地元邑南町
にUターンしました。
よろしくお願いします。

早く仕事に慣れ、貢献できるよ
うに頑張ります。よろしくお願
いいたします。

言語聴覚士として地域に貢献し、
また手話をはじめとする資格取
得など自己研鑽に努めたいと思
います。よろしくお願いします。

事務部

石橋 杏奈
出身地：美郷町
職種：�事務補助�

（保育士）
趣味：�漫画、映画、

音楽鑑賞

初めてのことばかりですが、一
生懸命頑張っていきたいと思い
ます。よろしくお願いいたしま
す。

佐和 章弘
出身地：広島市
職種：薬剤師
役職：部長
趣味：バイク、ツーリング

薬剤部に着任しました佐和と申します。
前職は広島国際大学薬学部の教員として
20年薬剤師養成教育に携わって参りまし
た。今回、臨床現場に再び戻ることとなり
期待と不安で一杯ですが、鋭意努力します
のでよろしくお願いします。

邑智病院に
ようこそ！

待
望
の
！

言
語
聴
覚
士

言
語
聴
覚
士

２
人
目
！

２
人
目
！
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センター長兼部長センター長兼部長 NEW

総合診療科 酒井 和久
Sakai Kazuhisa

４月から医療支援センター長を拝命いたしました。変わ
りゆく地域の状況の中で、質の保たれた医療を充分に提
供できるよう支援していきます。総合診療科の仕事も続
けていますので、よろしくお願いいたします。

参与参与
兼部長兼部長

参与参与
兼部長兼部長

医長医長

産婦人科

麻酔科

荘田 恭仁
Souda Yasuhito

野宗 義博
Noso Yoshihiro

部長部長

整形外科

保坂 聖一
Hosaka Seiichi

上田 愛瑠萌
Ueda Merumo

広戸　岳
Hiroto Gaku

邑南町暮らしも16年間になりました。女
性の妊娠、出産、育児を支援していきま
す。更年期のつらい症状や月経異常も扱っ
ています。お気軽に受診してください。

当院外科担当６年目。今後も地域医
療最前線で、限られた貴重な人材、
医療資源をフルに活用して外科診療
を提供します。皆様にトキメキと安
らぎを提供します。

今年で３年目になります。当地唯一の整形外科医
として孤軍奮闘中です。外来混雑のため待ち時間
が長くなります。また、手術についても待機期間
が生じることがあります。ご迷惑をおかけします
が、ご理解の程よろしくお願いいたします。

あっという間に１年が経ち、邑智病院で
の勤務は２年目となりました。今年度
も、患者さんが安心して手術を受けられ
るよう、丁寧な麻酔を心がけてきたいと
思います。よろしくお願いいたします。

「病気だけでなく人を診る医療」を
目指して、背景のある家族や地域
にも目を向けた医療を心がけたい
と考えています。困ったことがあ
れば何でもお申し付けください。

部長部長

泌尿器科

結城 康平
Yuki Kohei

邑智病院で勤務させていただき、１年が経過
しました。静かな環境、美味しい食べ物、お
酒を頂きながら、日々、診療を行っておりま
す。微力ながら、今後も邑智郡の泌尿器科医
療の手助けになれば幸いだと考えています。

院長院長
兼部長兼部長

小児科

山口 清次
Yamaguchi Seiji

家庭と地域社会の中心にいる子ど
も達の健康を守り、地域が元気に
なるよう微力を尽くします。

副院長副院長
兼部長兼部長

上田 智広
Ueda Tomohiro

微力ながら地元であるこの地の地
域医療に貢献して参りたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。

内科・総合診療科

外　科

医長医長

佐々木 和起
Sasaki Kazuki

邑智病院に着任して２年目となりま
した。引き続き地域に根ざした歯科
診療を通して皆様方の歯と口の健康
を守りたいと思います。よろしくお
願いいたします。

歯　科 総合診療科

附属診療所及び国保診療所の支援、後

期研修医の受入等に関する調整業務を

行うことを目的に新たに設置。

医療支援センターを設置
新たに
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診　療　部診　療　部
令和６年度も12名の令和６年度も12名の

医師・歯科医師でスタート！医師・歯科医師でスタート！

NEW

NEW 総合診療科総合診療科

板持 卓弥
Itamochi Takuya

米山 真里菜
Yoneyama Marina

４月から総合診療科で
勤務することになりました米山真里菜と申します。
微力ではありますが、患者さん一人一人に寄り添っ
た医療を提供できるよう尽力いたします。皆様の健
康をサポートできるよう頑張りますのでよろしくお
願いいたします。

この度、診療部長を拝命し身が引き締ま
る思いです。昨年は、５人目の子ども
も誕生し、仕事も家庭も一層刺激的に過
ごしております。当地域の状況に適した
医療を提供できるよう努めて参りますの
で、よろしくお願い申し上げます。

部長部長出雲から来ました

　病院の組織変更により薬剤科は薬剤部へ変わりました。医療の高度化に伴って医薬品は
更にハイテク化しています。品質、有効性、安全性の高い純良な医薬品を患者の皆様にき
ちんとお届けし、より良い薬剤サービスのご提供ができるよう努めます。

薬　剤　部NEW

5



看護部

　この春、看護部長を拝命しました日高美晴です。邑南病院のときに入職し、ここ
数年は診療看護師として活動しています。
　人生の大半をこの病院とともに歩んでまいりましたが、病院が新しく生まれ変わ
る記念すべき年に、看護部長という大役を担うことになりました。より一層気を引
き締めて、地域の方々の安心、安全を守っていけるよう力をつくしてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

　外来看護師長を拝
命しました堂上百合
香です。手術室や内
視鏡を含め20年以上にわたり培った
経験を活かし、患者さんとご家族が
安心して受診できる外来、スタッフ
がやりがいを感じて働ける環境づく
りを目指して努力していきます。

　回復期看護師長を
拝命しました渡利敦
子です。やさしさと
笑顔を忘れず、患者さんに寄り添った
看護に努めてきました。これまで培っ
た知識と経験を活かして病棟のマネー
ジメントを行い、より良い看護を提供
できるよう全力を尽くします。

　４月に診療看護師
長を拝命しました大
田美穂子です。新人
で入職したのがついこの前のような
…。あれから数十年…地域の皆さん
に成長させていただきました。診療
看護師としてこれからも安心と笑顔
を届けられるよう頑張ります！

看護部長　日高 美晴

外来看護師長　

堂上 百合香
回復期看護師長

渡利 敦子
診療看護師長

大田 美穂子

診療看護

急性期看護

　急性期病棟は入院された方に対
して、急性期治療と最良な看護を提供できるよ
うにしています。多職種と連携し、患者さんが
安心安楽で不安のない生活が送れるようにス
タッフ全員で支援します。（師長：左田野由紀）

　診療看護師は、医師に近い医学的知識
や医療行為を習得しています。簡単に言うと医師と看護師
の間のような存在です。看護師の視点を活かしながら、よ
り良い医療が提供できるよう、病院内の専門職をつなぐ架
け橋となるべく日々活動しています。（師長：大田美穂子）

回復期看護

　回復期病棟では、住み慣れた地域
で安心してその人らしい生活ができるよう、リハビ
リテーション科や地域連携室と連携し退院を支援し
ます。また「ときどき入院、ほぼ在宅」を目指しご
家族の負担軽減のお力になります。（師長：渡利敦子）

外来看護

　私たちは、明るく元気でこころ和や
かな職場づくりを心がけています。24時間体制で救
急医療に携わり、また、外来受診という短い時間の中
で患者さんやご家族に寄り添い、思いやりのある看
護の提供に日々努めてまいります。（師長：堂上百合香）

　今年度は、新人看護師６名を含む看護師11名と看護アシスタント１名を迎え、総勢78名でスタートすることになり
ました。地元に帰ってきた人、初めて邑智郡で生活する人、様々ですが、皆で力を合わせて頑張ってまいります。

― 各部署紹介 ―

NEW

NEW NEW NEW

6



診療技術部

歯　　科 画像診断科

臨床検査科臨床工学科

栄養管理科

リハビリテーション科

　この度、４月１日付けで
診療技術部長を拝命いたし
ました左田野です。これま
で築きあげてこられた先輩
方に恥じないように部を統
括し地域医療に貢献してい
きたいと思いますので、ど
うぞよろしくお願いいたし
ます。

　この度、画像診断科長を拝
命いたしました静間です。今
年度は本館棟建て替えに伴
い、CTやMRIなどの機器が新
しくなります。培った経験や
知識を生かし新たな時代に入
る画像診断科を牽引し、地域
医療に貢献できるよう努めて
まいります。

　現体制で２
年目となりま
した。培った
チームワーク
で 引 き 続 き
口腔環境の改
善・維持を通して地域の皆さんのお口
の健康に貢献できるよう努めてまいり
ます。この他、妊婦歯科検診などの検
診や親知らずの抜歯、口腔粘膜疾患、
口腔外傷、顎関節症などの口腔外科的
な治療も行っていますので気になる方
は気軽にご相談ください。

（医長：佐々木和起）

　 画 像 診 断 科 で は
エ ッ ク ス 線、 電 磁
波、超音波などを利
用した様々な画像診
断機器で体の中を調
べる画像検査をして
います。安全・安心な検査を行い、
診断に有用な画像を提供できるよ
う頑張っていきます。

（科長：静間有二）

　臨床検査科は６名
で業務を行っていま
す。血液検査・尿検
査などの検体検査や
心電図・肺機能・脳
波などの生理検査に
加え採血業務も行っています。迅
速かつ正確な検査結果を臨床側へ
提供し、臨床検査を通じて地域の
皆さんの健康に貢献できるよう努
めてまいります。

（係長：天川秀一郎）

　臨床工学科は医療
機器管理係、内視鏡
係の２係４人で構成
されています。臨床
工学技士は血液透析
装置や人工呼吸器な
どの医療機器の管理や操作といっ
た専門性を生かして、チーム医療
の一員として活動しています。他
部門との業務連携（タスクシェア）
を推進しながら、安全な医療機器
の操作と新たな技術の提案に力を
入れています。

（主任：岡紀彦）

　栄養管理科は、
４月から２名の
調理員が加わり、
管理栄養士、栄
養 士、 調 理 師、
調理員を含め計
12名となりました。患者さんの療
養のために普通食、治療食、嚥下
調整食等のお食事を「心を込めて」
作っています。美味しく食べてい
ただけるよう日々努力しています。

（栄養管理係主任：今岡好美）
（栄養給食係主任：松﨑いずみ）

　この４月から新た
に理学療法士２名と
言語聴覚士１名を増
員し、13名の体制と
なりました。今後も
入院・外来・訪問リ
ハビリを行い、地域のニーズに対
応できるよう取り組んでいきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

（科長：山田寛之）

診療技術部長
左田野 恵三

画像診断科長
静間 有二

　診療技術部は多職種で構
成され、総勢42名の組織で
す。チームワークと質の高
い医療を重視し、安全で安
心して診療を受けることが
できるよう、良質な医療を
提供していきます。どうぞ
よろしくお願いいたします。

NEW NEW
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事‌ 務 部

地 域 連 携 室

　今年度は１名の新規職員が入職
しました。「事務職員の業務が病院
経営に大きなインパクトを与える」
と言われるように、質の高い医療
と健全経営に責任ある行動をとる
べく、総勢28名の事務職員を３課
に配属し業務を行っております。
　秋に予定している新本館棟竣工・
診療開始にあたっては、病院引っ越しなど普段経
験することのない一大イベントが予定されていま
すから、一世一代の気持ちで臨みたいと士気が高
揚しております。（副院長兼事務部長：日高武英）

― 各部署紹介 ―

　地域連携室は「傾聴・気遣い・介入・
顔・言葉・謙虚」の６つの言葉を心に
留めて、院内外との連携をスムーズに
行っていきます。医療や福祉に関する
ことでお困りのことがありましたらお
気軽にご相談ください。（係長：天野久子）

企画調整課

医事経営課

総務管理課
　当課は、病院が活性化する企画
と院内外業務の調整を行う部署で
す。私たちは副院長（事務系）直
轄で迅速かつ的確な対応が求められる部署でも
あり、院長・副院長秘書も所管しやりがいもあ
ります。
　また、危機管理を担う部門でもありますの
で、災害等の有事があれば関係機関の皆様方と
協力して対処いたします。
　今年度からは電子カルテを中心としたシステ
ム業務も所管しました。病院建て替えに向け更
なるデジタル化を目指します。

（係長：日野千晶）

　医事経営課は３係あり、経営
係、医事係は診療報酬解析や経
営・収支分析を課内で共有し病院
運営を支えます。診療補助スタッフは査定分析
やがん登録などの勉強会を実施しレベルアップ
に努めています。また、病児保育室コスモスで
は新たな保育士が加わり、子どもたちが心身と
もに安心して過ごせるよう受入体制を整えてい
ます。
　それぞれが専門性を活かし院内外から頼られ
る事務員となるよう努めてまいります。

（課長：土井祐子）

　総務管理課は、職員の福利厚生、
衛生管理、給与処理等を担う総務
係と施設管理、物品購入、業務委
託等を担う管理係の総勢６人で構成され、診療
現場が円滑に運営できるようにサポートを行っ
ています。また、令和３年度からは病院建設担
当課としても業務を継続しており、地域の皆様
に愛され信頼される病院建て替えになりますよ
うに10月の新本館棟オープンを目指して活動し
ております。（課長：金山淳生）

副院長兼
事務部長

日高 武英
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歯科医長
佐
さ
々
さ
木
き
　和
かず
起
き

今回の
テーマ

教
え
て
DrDr

「
口
腔
粘
膜
疾
患
」

皆
様
方
の
中
に
は
口
内
炎
が
よ
く
で
き

る
方
は
お
ら
れ
ま
す
か
。
私
は
寒
く
な
る

と
よ
く
舌
に
口
内
炎
が
で
き
て
食
事
の
と

き
し
み
る
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
口
の
中

の
粘
膜
に
は
口
内
炎
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
疾
患
が
あ
る
の
で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

再
発
性
ア
フ
タ

ア
フ
タ
と
は
直
径
２
～
10
㎜
程
度
の
浅

い
潰
瘍
の
こ
と
で
、
表
面
は
灰
白
色
や
黄

白
色
の
偽
膜
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常

は
約
２
週
間
で
治
り
ま
す
が
、
治
る
ま
で

の
間
に
食
事
の
際
し
み
る
こ
と
や
、
も
の

が
あ
た
る
と
痛
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ア
フ
タ
が
繰
り
返
し
て
で
き
る
こ
と
を

再
発
性
ア
フ
タ
と
い
い
、
皆
様
方
が
日
常

で
よ
く
で
き
る
口
内
炎
で
す
。
原
因
は
詳

し
く
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ス
ト
レ

ス
、
疲
労
、
遺
伝
な
ど
が
関
与
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
に
は
ス
テ
ロ

イ
ド
の
軟
膏
や
う
が
い
薬
、
貼
り
薬
が
あ

り
ま
す
。

扁へ
ん
平ぺ
い
苔た
い
癬せ
ん

扁
平
苔
癬
は
皮
膚
や
粘
膜
に
で
き
る
角

化
性
の
病
変
で
す
。
粘
膜
が
レ
ー
ス
状
に

白
く
な
る
の
が
特
徴
で
、
頬
粘
膜
に
よ
く

認
め
ま
す
が
、
舌
や
歯
茎
に
も
で
き
ま
す
。

白
い
病
変
の
周
り
の
粘
膜
は
赤
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
ひ
り
ひ
り
と
し
た
痛

み
が
あ
り
、
し
み
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

痛
み
は
治
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
疲

労
や
体
調
が
悪
い
と
き
な
ど
に
痛
み
が
再

発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
く
稀
に
が

ん
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
原
因
は
歯

科
用
金
属
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
自
己
免
疫
疾

患
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
確
か
な
原
因
は
わ
か
っ
て

は
い
ま
せ
ん
。
診
断
に
は
生
検
を
行
い
ま

す
。
病
変
に
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
を
塗
布
す

る
対
症
療
法
が
主
な
治
療
法
で
す
が
、
難

治
性
の
病
変
で
あ
り
、
完
全
に
病
変
が
な

く
な
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
。

白は
く
板ば
ん
症し
ょ
う

白
板
症
は
舌
・
頬
・
歯
肉
な
ど
の
粘
膜

が
白
色
化
す
る
病
変
で
す
。
白
色
病
変
は

ぬ
ぐ
っ
て
も
と
れ
ま
せ
ん
。
痛
み
が
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
潰
瘍
を
認
め
る
場

合
は
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
原

因
は
飲
酒
・
喫
煙
に
よ
る
口
の
粘
膜
へ
の

刺
激
や
、
入
れ
歯
や
不
良
補
綴
物
（
か
ぶ

せ
も
の
）
に
よ
る
慢
性
的
な
刺
激
、
加
齢

な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
白
い
病
変
が
か
た
く
な
る
か
、
潰
瘍

な
ど
を
認
め
る
場
合
は
が
ん
化
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
切
除
が
望
ま
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
期
間
で
が
ん
に
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
経
過
観
察
が
必
要

で
す
。

口
腔
が
ん

口
の
中
の
が
ん
（
口
腔
が
ん
）
は
全
て

の
が
ん
患
者
さ
ん
の
約
１
％
の
方
に
認
め

ら
れ
、
発
症
率
は
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

が
ん
の
場
所
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
治
療

後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

口
腔
が
ん
の
約
40
％
は
舌
の
が
ん
で
、
こ

の
他
、
頬
粘
膜
・
歯
茎
・
口
底
に
も
が
ん

が
発
症
し
ま
す
。
が
ん
の
症
状
で
す
が
、

表
面
が
白
く
な
っ
て
い
る
も
の
、
こ
ぶ
状

に
な
っ
て
い
る
も
の
、
潰
瘍
に
な
っ
て
い

る
も
の
な
ど
多
種
多
様
の
症
状
を
認
め
ま

す
。
が
ん
の
多
く
は
見
た
目
が
汚
く
、
周

囲
の
正
常
な
組
織
と
の
境
界
が
不
明
瞭
で
、

さ
わ
る
と
し
こ
り
の
よ
う
に
か
た
い
で
す
。

治
療
に
は
手
術
・
放
射
線
治
療
・
抗
が
ん

剤
を
症
例
に
応
じ
て
選
択
し
、
治
療
を
行

い
ま
す
。
が
ん
の
場
所
や
大
き
さ
に
な
っ

て
は
治
療
後
の
食
事
や
会
話
そ
し
て
嚥
下

（
飲
み
込
み
）に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

当
科
で
は
歯
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
口

腔
粘
膜
疾
患
の
診
察
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

気
に
な
っ
た
方
は
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
い
い
の
で
、
遠
慮
な
く
、
当
科
を
ご

受
診
く
だ
さ
い
。

白板症

再発性アフタ

扁平苔癬

引用文献：DENTAL DIAMOND 増刊号　天笠 光雄 草間 幹夫 川辺 良一（編）　「開業医が診る口腔粘膜疾患診断から対応まで」p22,37,43
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本館棟建て替え本館棟建て替え
通　信通　信

総務管理課Vol.Vol.88

「本館棟建て替え事業」の進捗を、
担当の総務管理課職員がレポート
します。

ら
実
際
の
空
間
を
体
感
さ
れ
た
こ
と
で
完
成
イ

メ
ー
ジ
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
方
の
質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

内
装
に
は
木
材
を
使
用
し
て
患
者
さ
ん
が
安
ら
ぐ

環
境
を
整
備
す
る

な
ど
計
画
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
完

成
ま
で
も
う
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

本
館
棟
建
て
替
え
後
の
２
階
部
分
（
下
図
、
平

面
図
）
は
、
急
性
期
病
棟
フ
ロ
ア
に
な
り
ま
す
。

病
床
数
は
現
在
と
同
じ
57
床
で
す
が
、
個
室
を
17

室
配
置
し
、
室
内
に
ト
イ
レ
等
を
完
備
し
た
快
適

な
療
養
環
境
に
な
り
ま
す
。
４
床
室
に
は
、
ベ
ッ

ド
間
を
カ
ー
テ
ン
で
は
な
く
壁
の
間
仕
切
り
に
変

更
し
て
、
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
空
間

に
な
る
よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

中
央
に
は
全
体
を
見
渡
せ
、
利
用
者
も
訪
ね
や

す
い
オ
ー
プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
配
置
し
、
隣
接
す
る
薬
剤
室
が
あ
る
こ

と
で
服
薬
指
導
等
の
病
棟
薬
剤
業
務
が
機
能
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
フ
ロ
ア
の
多

目
的
リ
ハ
ビ
リ
室
で
は
病
棟
内
で
在
宅
復
帰
に
向

け
て
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

効
率
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

食
堂
・
談
話
室
に
は
吹
き
抜
け
を
通
し
て
外
か

ら
の
自
然
光
が
差
し
込
み
、
暖
か
く
癒
し
の
空
間

に
な
る
よ
う
に
設
計
し
て
お
り
ま
す
。

３
階
の
躯
体
が
立
ち
上
が
り
、
新
本

館
棟
の
全
貌
が
も
う
少
し
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

３
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
新
本
館

棟
１
階
内
部
の
建
設
現
場
住
民
説
明
会

に
は
、
総
勢
68
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
エ
リ
ア
ご
と
の
説
明
を
交
え
な
が

３
階
の
躯
体
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

新
本
館
棟
建
設
工
事
の
住
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

新
し
い
本
館
棟
の
２
階
は
こ
う
な
り
ま
す
。
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看
護
師　

　
藤
本　
優
志

こ
ん
に
ち
は
。
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師
の
藤
本
優
志
で
す
。
今
回
は
認
知

症
看
護
認
定
看
護
師
か
ら
急
性
期
病
棟

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ず
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
簡
単
に
言
う
と
、

認
知
症
に
詳
し
い
看
護
師
で
す
。
そ
し

て
、
急
性
期
病
棟
で
の
私
の
役
割
は
、

認
知
症
の
患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ
た
と

き
に
、
安
心
し
て
病
気
の
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
少

し
で
も
苦
痛
が
和
ら
ぐ
よ
う
に
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
で
す
。
病
気
に
よ
り
、

身
体
的
、
あ
る
い
は
精
神
的
な
苦
痛
を

伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

今
、
ご
自
分
が
ど
こ
で
何
を
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
な
る
こ
と
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
際
に
、

混
乱
せ
ず
に
安
心
し
て
病
気
の
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
た
り
、
お
薬
の
提
案
を
し
た
り
い

ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し
て
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い

る
の
か
を
お
話
し
ま
す
。
あ
る
日
、
認

知
症
の
Ａ
さ
ん
が
肺
炎
で
入
院
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
熱
も
あ
り
、
呼
吸
状
態

が
悪
く
酸
素
マ
ス
ク
や
点
滴
も
し
て
い

ま
し
た
。
入
院
後
に
Ａ
さ
ん
は
、「
家
に

帰
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。」「
子
ど
も
が
待
っ

て
い
ま
す
。」
と
息
を
切
ら
し
な
が
ら
、

何
度
も
看
護
師
に
お
願
い
を
さ
れ
ま
し

た
。
酸
素
マ
ス
ク
の
意
味
も
理
解
で
き

ず
、
続
け
て
酸
素
を
吸
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
き
っ
と
、

身
体
が
し
ん
ど
い
の
に
、
知
ら
な
い
場

所
で
知
ら
な
い
顔
ば
か
り
。
そ
の
上
、

注
射
や
採
血
、
痛
い
こ
と
も
続
き
ま
し

た
。
混
乱
さ
れ
る
の
は
当
然
で
す
。
看

護
師
が
、
肺
炎
で
入
院
し
て
い
る
こ
と
、

家
族
の
方
に
連
絡
し
て
い
る
こ
と
を
何

度
説
明
し
て
も
同
じ
話
を
繰
り
返
さ
れ

て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
何
か
で
き
な
い
か
な
と
い

ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ａ
さ

ん
が
見
え
る
所
に
「
肺
炎
で
入
院
し
て

治
療
中
で
す
。
家
族
の
方
に
は
連
絡
し

て
い
ま
す
。」
と
書
い
た
紙
を
貼
り
説
明

し
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
そ
の
紙
を
見
て

安
心
し
た
よ
う
で
「
そ
う
な
ん
で
す
か
。

入
院
し
て
い
る
ん
で
す
か
。」
と
お
っ

し
ゃ
り
、
穏
や
か
な
表
情
に
な
り
ま
し

た
。
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
目
に
入
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
、
お
薬
を
飲

ん
で
、
呼
吸
が
楽
に
な
る
よ
う
に
酸
素

を
吸
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
は
お
元
気
に
な
ら

れ
て
、
ご
自
宅
で
大
好
き
な
ご
家
族
と

一
緒
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
ま
す
ま
す
高
齢
者
が
増
え
て

き
ま
す
、
そ
れ
に
伴
っ
て
認
知
症
の
患

者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て

入
院
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

キ
ラ
リ
看
護
部

認
知
症
看
護
に
つ
い
て

認
知
症
看
護
に
つ
い
て

Vol.9

患者さんのベッドサイドにて

認知症看護認定看護師２名が勤務しています。
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公立芽室病院

　「部門別原価管理会計手法」を相互に導入している自治体病院として友好関係を築きつつ、質の高い医療
環境を確保するとともに患者さんに適切な医療を提供し持続可能な地域医療を展開することを目的として
友好病院提携協定書を３月16日に締結しました。
　当地域では、新本館棟竣工記念式典においてお披露目したいと考えております。

今回は、公立芽室病
院の

今回は、公立芽室病
院の

　　　　　紹介をお
届けします！

　　　　　紹介をお
届けします！

病院長　研 谷　 智 （2020年４月１日就任）

設　置　者　芽室町
経 営 形 態　地方公営企業法一部適用
病　床　数　一般病床　120床（稼働病床 107床）
◎一般病棟入院基本料（２・３階） １病棟45床（10対１）
◎地域包括ケア病床（２・３階） 15床
◎一般病棟障がい者施設等入院基本料（４階）１病棟47床（10対１）
診 療 科 目　７科（下線は非常勤医師の診療科）
　　　　　　内科（総合診療科）/整形外科/小児科/
　　　　　　眼科/耳鼻咽喉科/
　　　　　　リハビリテーション科/人工透析
常勤医師数　10人

　公立芽室病院は1940年１月、村立芽室診療所
として開設、1954年４月に町立芽室病院に改
称、1955年月に国民健康保険直診施設となり、
1989年から３年かけて管理棟、病棟とも全面
改築しました。2000年から２年かけて増改築し
2002年４月に公立芽室病院に改称しました。
　芽室町の属する十勝地区の医療圏は、二次医
療圏、三次医療圏ともに「十勝医療圏」を構成
しています。二次医療圏と三次医療圏が同一で
あり、全国唯一の体制となっています。
　当院は、入院施設を持つ町内唯一の医療機関
として地域医療を担い、通常の外来・入院診療の
ほか診療健康診断、特定健診、予防接種等の公
衆衛生活動、在宅患者への訪問診療の実施など、
医療・介護・保健・福祉を継続的・一体的に提
供する地域包括ケアシステムの医療拠点として、
地域住民のくらしを守る活動を行っています。
　当院は、外来診療は総合診療科（2020年４月
開設）、小児科、外科（2020年３月休診）、整形
外科、産婦人科（2019年３月末廃止）眼科、耳
鼻咽喉科、歯科（2018年３月末廃止）の外来診
療を行ってきました。対象となる診療圏は、芽
室町全域と周辺の清水町、新得町、鹿追町、帯
広市の西部地区などです。診療科ごとにみると、
総合診療科、整形外科の外来患者数は町内在住
者の割合が高く、2019年３月末の産婦人科の
廃止以降は、新生児をはじめとする小児科患者
数が減少し、受診行動に変化が生じています。
2021年３月末に外科を休診、現在の外来診療科
は総合診療科、小児科、整形外科、眼科、耳鼻
咽喉科の５診療科体制となっています。

北海道 公立芽
め

室
むろ

病院×公立邑智病院
友好病院提携協定書を締結
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公立芽室病院 — 最近の動き
　公立芽室病院の経営理念は、「できることから始めよう。」であ
り、続いて「地域医療の砦として、町民の皆様の健康・医療・介護・
在宅を支える役割を果たし続ける病院となる。」としています。
　基本方針は以下のとおりです。
　　１　�患者様の尊厳を重んじ、患者さまとご家族に寄り添った

医療を実践します。
　　２　�当院の治療・診療を必要とする患者さまを一人でも多く

迎え入れ、退院後の在宅での療養生活を支えます。
　　３　医療の質の向上を目指します。
　　４　職員同士がリスペクトし合います。
　　５　全職員が“ちょっとちょっと”頑張ります。
　2023年３月に策定した公立芽室病院経営強化プランでは、次
の重点項目を掲げています。

（１）�地域医療構想を踏まえ、専門性の高い高度医療は大規模病院
に協力を願い、当院では一般急性期〜回復期〜慢性期の病棟
機能に対応し、さらに退院支援、訪問診療、訪問看護、訪問
リハビリテーション等の在宅医療にも対応する。新興感染症
に対応できる体制、機能も有する。

（２）�地域包括ケアシステムの医療における中核施設として「か
かりつけ医」の機能を充実する。地域包括ケア病床の拡充、
他医療機関や介護老人福祉施設等との連携、在宅医療の推進
および医療、介護、保健、福祉等の連携を促進する。

（３）�地域住民及び利用者に、これからの当院の役割・機能につい
て理解してもらう取組と活動を推進する。医師、看護師等の
医療職の確保、経営形態等の改革を進める。

　　�当院は、これらの方向性に則って経営改革を進め、経営理念
の実現に向けて努力します。

①自律経営プロジェクト
　令和５年度から、JAL再生で有名なアメーバ経営を医療経営に
応用した「部門別原価管理会計システム」を導入し、自律経営
プロジェクトとして全職員が経営に参画しています。ボトムアッ
プ方式によって組織の活性化・経営改善を図り、準備段階から公
立邑智病院（島根県）の支援を受けながら推進しています。
②病院まつり
　2019年に第１回開催し、1300人の来場者でにぎわい大盛況
でした。その後はコロナ禍で中止。2023年10月、４年ぶりに復
活開催しました。
③リハビリ・マネジメント体制・病棟ワンチーム体制強化
　2023年から院内全体のリハビリテーションの強化をコンサル
タント委託により進めています。セラピスト、看護師、管理栄養
士が協力しあい病棟ワンチーム体制を強化中です。
④訪問診療・訪問看護
　2021年に総合診療科を設置し、訪問診療を積極的に進め、
2022年７月に院内に訪問看護ステーションを開設、訪問リハビ
リも実施し地域包括ケアシステムを進め、訪問検査も始動してい
ます。
⑤セル看護提供方式®
　2023年３月から試行。「看護師ができる限り患者様のそばに
いる」という看護提供方式の導入を進めています。
⑥できることから始めようプロジェクト
　2022年２月から実施し、職員が事業を定め、募集し活動し
ています。14ワーキング、約90名が１年間活動を続けました。
2023年はクラウドファンディングWGが成果を挙げました
⑦公立芽室病院をみんなで支える会
　約200人で構成される強力な応援団です。新入職員歓迎会、環
境整備、地域医療フォーラムなどを実施・開催しています。

　当院は、「できるだけ多くの町民の皆様に選んでいただける病
院になる」ことへの使命感を持って経営改革に努めています。
経営理念・基本方針をもとに、各プラン・プロジェクト・事業計
画などを進め、職員全員参加により、地域医療をめぐる難局を乗
り切り、迫る少子高齢化時代に向き合います。

●①

●②

●④

●⑥

●⑦

●③

●⑤
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先
日
、
町
内
の
高
齢
者
の
集
ま
り
で
お

話
し
す
る
機
会
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
質

問
を
し
て
み
ま
し
た
。「
表
に
示
し
た
の

は
日
本
人
の
死
亡
原
因
で
す
。
悪
性
新
生

物
と
は
が
ん
の
こ
と
で
す
。
さ
て
、
我
々

も
い
つ
か
必
ず
死
ぬ
運
命
に
あ
る
わ
け
で

す
が
、
ど
の
原
因
で
死
ね
れ
ば
い
い
と
思

わ
れ
ま
す
か
？
」。
す
る
と
案
の
定
、
８

割
以
上
の
方
の
回
答
が
「
老
衰
」
で
し
た
。

「
老
衰
」
と
は
大
病
を
患
う
こ
と
な
く
次

第
に
衰
弱
し
、
穏
や
か
に
最
期
を
迎
え
る

…
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
な

の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
実
際
は
ど
う
か
。
老
衰
死
と
は

心
身
の
機
能
が
死
ぬ
ほ
ど
衰
え
た
末
に
亡

く
な
る
こ
と
で
す
。
最
期
は
結
構
悲
惨
で

す
。
表
情
は
失
わ
れ
、
話
す
こ
と
も
身
動

き
も
で
き
ず
寝
た
き
り
と
な
り
、
自
分
で

食
べ
る
こ
と
も
飲
み
込
む
こ
と
も
ま
ま
な

ら
ず
、
大
小
便
は
失
禁
…
と
い
う
よ
う
な

状
態
で
何
か
月
も
、
あ
る
い
は
何
年
も
、

た
だ
最
後
の
時
を
待
つ
と
い
う
の
が
多
く

の
老
衰
死
の
現
実
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の

他
の
原
因
で
亡
く
な
る
場
合
で
も
、
老
衰

死
と
同
じ
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
で
す
が
…
。

い
ず
れ
の
原
因
で
亡
く
な
る
に
せ
よ
、

こ
の
よ
う
な
最
期
に
な
る
可
能
性
は
誰
に

で
も
あ
る
と
覚
悟
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。さ
ら
に
、こ
う
な
っ
て
は
意
思
表
示

が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分
の
人
生
の
最

終
章
を
ど
う
あ
ら
し
め
た
い
の
か
、
あ
ら

か
じ
め
判
断
力
が
あ
る
う
ち
に
思
い
を
整

理
し
て
お
か
な
け
れ
ば
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

や
が
て
、
介
助
し
て
も
全
く
食
べ
ら
れ

な
い
と
い
う
状
態
に
な
れ
ば
、
通
常
１
週

間
程
度
で
亡
く
な
り
ま
す
。
こ
う
な
れ
ば

も
は
や
医
学
・
医
療
の
出
番
は
な
い
は
ず

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
段
階
に
至
っ
て

も
、
呼
吸
が
弱
く
な
れ
ば
人
工
呼
吸
器
に

つ
な
い
だ
り
、
飲
み
込
め
な
く
な
れ
ば
手

術
で
胃
に
管
を
挿
入
し
栄
養
補
給
（
胃
ろ

う
）
を
、
な
ど
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
延
命

措
置
」
を
行
え
ば
、
そ
の
あ
と
何
日
も
あ

る
い
は
何
か
月
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
１

年
以
上
も
命
を
引
き
延
ば
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
回
復
が
期
待
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
こ
れ
ら
の
処
置
は
「
治

療
」
で
は
な
く「
措
置
」と
い
わ
れ
ま
す
。

眠
っ
た
ま
ま
、
無
言
、
無
反
応
、
失
禁
と

い
う
状
態
は
そ
の
ま
ま
続
く
の
で
す
。
最

終
段
階
で
こ
う
い
う
延
命
措
置
を
望
む
か

望
ま
な
い
か
は
個
人
の
自
由
で
す
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
意
思
表
示
が
で
き
な
く
な
っ

て
か
ら
で
は
自
分
で
方
針
を
選
択
す
る
こ

と
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
家
族
と
て
判
断
を

求
め
ら
れ
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
と
話

し
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
と
ま
ど
う
ば
か
り

で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
元
気
な
う
ち
か
ら
、
折
に
触
れ

て
「
自
分
の
死
」
と
向
き
合
い
、
人
生
の

最
期
を
ど
の
よ
う
に
締
め
く
く
り
た
い
の

か
、
家
族
や
か
か
り
つ
け
医
や
介
護
担
当

者
な
ど
と
も
よ
く
相
談
し
、
思
い
を
明
ら

か
に
し
て
お
く
、
そ
し
て
そ
の
内
容
を
記

録
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人
生
の
最
終
段
階
に
先

立
っ
て
（advance

）、
受
け
た
い
ケ
ア

（care

）
の
あ
り
か
た
（plan

）
を
整
理

し
て
お
く
こ
と
を
Ａ
Ｃ
Ｐ
と
い
い
、
厚
労

悠
山
亭
日
記
そ
の
５

「
人
生
会
議
？
…
は
て
」の
巻

名
誉
院
長
　

　
　
石
原
　
　
晋

省
は
こ
れ
を
「
人
生
会
議
」
と
訳
し
（
変

で
す
け
ど
…
）
そ
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。
邑
南
町
で
も
今
年
度
か
ら
、
Ａ

Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
の
出
前
講
座
、
あ
な
た
の

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
記
録
す
る
た
め
の
冊
子
「
あ
ん

し
ん
ノ
ー
ト
（
邑
南
町
版
終
活
支
援
ノ
ー

ト
）」
の
配
布
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
人
生
の
最
期
に
あ
た
り
、

あ
な
た
を
愛
す
る
人
た
ち
が
う
ろ
た
え
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
そ
し
て
何
よ
り
も
自

分
自
身
に
と
っ
て
不
本
意
な
こ
と
に
な
ら

ぬ
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
重
要
な
考
え
方

だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
不
本
意
な
最
期
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

坐
禅
や
読
経
を
と
お
し
て
日
々
「
生
死

（
し
ょ
う
じ
）」
の
こ
と
に
親
し
み
、
そ
の

時
節
が
く
れ
ば
じ
た
ば
た
す
る
こ
と
な
く

粛
々
と
彼
岸
に
赴
き
た
い
も
の
だ
と
思
う

こ
の
頃
で
す
。

良寛禅師
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リ
ハ
ビ
リ
通
信

五
十
肩
（
肩
関
節
周
囲
炎
）

予
防
体
操

リハビリテーション科
作業療法士

小笠原　明奈

「
あ
っ
！
肩
が
痛
い
‼
肩
が
動
か
し
づ

ら
く
な
っ
た
…
四
十
肩
？
五
十
肩
？
か

も
」
と
、
経
験
が
あ
る
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
五
十
肩
（
肩
関
節
周
囲
炎
）

と
は
、
肩
関
節
周
囲
の
組
織
に
炎
症
が
起

き
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
五
十
肩
は
長
期
に
わ
た
っ
て
痛
み

が
続
く
こ
と
が
多
く
、
痛
み
で
動
か
さ
な

い
こ
と
で
肩
関
節
の
拘
縮
を
生
じ
、
痛
み

が
な
く
な
っ
た
後
に
も
拘
縮
が
残
る
こ
と

が
あ
り
、
日
常
生
活
が
不
自
由
に
な
る
こ

と
が
あ
る
の
で
予
防
や
早
期
に
運
動
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
今
回

は
自
宅
で
き
る
運
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

肘
を
曲
げ
た
姿
勢
で
、
肩
の
付
け
根
か
ら

大
き
く
ぐ
る
ぐ
る
と
回
し
ま
す
。（
時
計
、

反
時
計
周
り
10
回
）

【
ポ
イ
ン
ト
】

背
中
は
曲
げ
た
り
反
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

椅
子
に
座
り
、
脇
を
し
め
て
肘
を

　90°
に
曲

げ
ま
す
。
腕
が
体
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
腕

を
左
右
に
動
か
し
ま
す
。（
20
回
）

【
ポ
イ
ン
ト
】

手
首
だ
け
で
動
か
さ
ず
、
肩
甲
骨
を
意
識

し
ま
す
。

注
意
点

・�

体
操
は
息
を
止
め
な
い
よ
う
に
、
呼
吸
を

し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

痛
み
を
確
認
し
な
が
ら
、
無
理
を
し
な
い

範
囲
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

痛
み
が
強
い
場
合
は
中
止
し
ま
し
ょ
う

（
無
理
し
て
体
操
す
る
と
か
え
っ
て
悪
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。
痛
み
が
強
い

場
合
は
整
形
外
科
で
の
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

・�

ご
自
身
に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
、
体
操
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「
地
域
・
病
院
と
の
良
い
関
係
」

　
社
会
福
祉
法
人
敬
愛
福
祉
会

の
法
人
理
念
、「
み
ん
な
ち
が
っ

て
み
ん
な
い
い
環
境
づ
く
り
」

の
も
と
美
郷
町
で
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と

つ
が
や
す
ら
ぎ
の
里
別
府
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
で
す
。
担
当

す
る
利
用
者
様
が
地
域
で
暮
ら

し
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
ご
自

宅
に
訪
問
し
日
々
の
相
談
業
務

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
み
や
す

い
地
域
を
創
造
す
べ
く
地
域
住

民
や
団
体
と
の
交
流
、
併
設
す

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
開
放

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
邑
智
病
院
と
の
関
わ
り
で
す

が
、
利
用
者
様
の
入
院
が
あ
る

際
は
、
必
ず
連
携
室
と
入
退
院

時
の
情
報
連
携
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
退
院
前
に
は
医
師
・

看
護
師
・
療
法
士
・
相
談
員
の

方
が
揃
わ
れ
利
用
者
様
を
含
め

た
会
議
の
場
で
穏
や
か
に
丁
寧

な
説
明
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
印
象
的
で
す
。

　
各
職
種
か
ら
の
説
明
が
し
っ

か
り
と
な
さ
れ
る
こ
と
で
安
心

し
て
退
院
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
そ
れ

を
継
続
し
て
、
み
ん
な
い
い
環

境
づ
く
り
を
共
に
目
指
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
や
す
ら
ぎ
の
里
別
府
居
宅
介
護

�

支
援
事
業
所
」

�

管
理
者
　
南
家
　
祐
介

～ケアマネジャー編～Vol.22

肩甲帯のストレッチ

うちわ運動
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採用試験を含む病院の情報をホーム
ページに掲載していますのでご覧くだ
さい。facebook・instagramでも積
極的に情報の発信を行っていますので
フォローお願いします。

「邑智病院で働いてみたい！」という方!! 
見学や相談も可能です！！ 詳しくは邑智病院企画調整課までお問い合わせください！！

職員随時募集中職員随時募集中

第１回目の健康講演会＆ノルディックウォーキングイベントを開催しました

　多様性の時代に即した白衣にしたい！！という思
いや看護大学の先生方のご意見も参考にし、看護
師白衣の色を選べるようにしました！
　決定するにあたっては、白衣検討プロジェクト
チームを立ち上げ、若手看護師５名で色や質感、
着心地など検討し、決定しました☆彡
　まずは新規職員から着用していますが、新本館
棟オープンに向け更新して行きます。

　４月12日に健康講演会＆ノルディックウォーキングイベン
トを開催しました。公立邑智病院石原晋名誉院長を講師に「寝
たきりになるまあでな」をテーマにフレイル予防等のお話を
いただきました。総勢50名の方に参加いただきました。その
あとには約５kmのノルディックウォーキングを行いました。

看護師白衣 NEW デザインに

令和６
年度

白衣検討プロジェクトチームの様子

背中にNurse

（看護師）の

文字が入っています
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邑智郡公立病院組合　公立邑智病院
TEL 0855-95-2111　FAX 0855-95-2727
〒696-0193　島根県邑智郡邑南町中野3848-2

ホームページアドレス
https://www.ohchihospital.jp

お問い合わせ先

邑智病院 検索

病院基本方針

ホームページへInstagram

Facebook

①　患者さんを家族と思い、良質で親身な医療を
提供します。

②　�職員同士がお互いのやりがいと誇りを尊重しあ
う、暖かい職場をつくります。

③　明るく清潔で快適な療養環境の維持向上に努
めます。

④　地域に信頼されるよう、健全な経営に努めます。


